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1． 日本代表団日程概要 

全体期間： 2011年 7月 8日（金）～ 7月 19日（火） 11泊 12日 

日 選手 役員 

2011年 7月 8日（金） 集合・実験研修 （都内泊） 

  7月 9日（土） 理論研修・結団式 

7月 10日（日） 羽田発・タイへ  バンコク着 大会登録 

7月 11 日（月） 
開会式 

Chulalongkorn 大学見学 理論問題試験検討・翻訳 

7月 12日（火） 理論問題試験 エクスカーション 

7月 13 日（水） エクスカーション 実験問題試験検討・翻訳 

7月 14 日（木） 実験問題試験 エクスカーション 

7月 15 日（金） エクスカーション 

7月 16 日（土） エクスカーション 採点・減点復活折衝 

7月 17 日（日） 閉会式・表彰式 

7月 18 日（月） バンコク発・日本へ 成田着 （都内泊） 

7月 19 日（火） 報告会・解散 

  ※バンコクでは、選手 5名が一緒に行動します。 

 

2．日本代表団名簿 

  IPhO2011日本代表選手 (五十音順) 

氏 名 フリガナ 在学校（所在地） 学年 

榎   優一 エノキ ユウイチ 灘高等学校（兵庫県） １年 

笠浦 一海 カサウラ カズミ 開成高等学校（東京都） ２年 

川畑 幸平 カワバタ コウヘイ 灘高等学校（兵庫県） ２年 

佐藤 遼太郎 サトウ リョウタロウ 秀光中等教育学校（宮城県） ６年 

◎山村 篤志 ヤマムラ アツシ 灘高等学校（兵庫県） ３年 

◎：キャプテン 
 
役員 

氏 名 参加形態 所 属 

向田 昌志 リーダー  九州大学大学院 

興治 文子 サブリーダー  新潟大学 

真梶 克彦 オブザーバー(翻訳担当)  筑波大学付属駒場中・高校 

杉山 忠男 オブザーバー(翻訳担当)  河合塾 

西口 大貴 オブザーバー(翻訳担当) 東京大学理学部 4年 

光岡  薫 オブザーバー(翻訳担当)  産業技術総合研究所 

二宮 正夫 オブザーバー（招致担当）  岡山光量子科学研究所 
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3. IPhO2011概要 

  名  称：42th INTERNATIONAL PHYSICS OLYMPIAD IPhO-2011, 

  会  期：2011年7月10日～7月18日 9日間 

  開催国／都市：タイ王国／バンコク 

  IPhO2011ホームページ： http://www.ipho2011.org/ 

予定されている参加国（2011 年 4月 11日現在） 

 

1 Argentina 24 Estonia 47 Lithuania 70 Slovenia 
2 Armenia 25 Finland 48 Macao 71 Spain 
3 Australia 26 France 49 Macedonia 72 Sri Lanka 
4 Austria 27 Georgia 50 Malaysia 73 Suriname 
5 Azerbaijan 28 Germany 51 Mexico 74 Sweden 
6 Bangladesh** 29 Greece 52 Moldova 75 Switzerland 
7 Belarus 30 Hong Kong 53 Montenegro 76 Syria 
8 Belgium (Flanders) 31 Hungary 54 Nepal 77 Taiwan 
9 Belgium (French) 32 Iceland 55 Netherlands 78 Tajikistan 

10 Bosnia and Herzegovina 33 India 56 Nigeria 79 Thailand 
11 Brazil 34 Indonesia 57 Norway 80 Turkey 
12 Brunei 35 Iran 58 Pakistan 81 Turkmenistan 
13 Bulgaria 36 Ireland 59 Philippines 82 Ukraine 
14 Cambodia 37 Israel 60 Poland 83 United Kingdom 
15 Canada 38 Italy 61 Portugal 84 USA 
16 China 39 Japan 62 Puerto Rico 85 Uzbekistan** 
17 Colombia 40 Kazakhstan 63 Qatar** 86 Vietnam 
18 Croatia 41 Korea, Republic of 64 Romania     
19 Cuba 42 Kuwait 65 Russia     
20 Cyprus 43 Kyrgyzstan 66 Saudi Arabia     
21 Czech Republic 44 Lao PDR** 67 Serbia     
22 Denmark 45 Latvia 68 Singapore     
23 El Salvador 46 Liechtenstein 69 Slovakia     

  **  New countries             
 

 

4．宿舎・宿泊先 

 

●バンコク（代表選手）： THE MONTIEN HOTEL BANGKOK 

 （http://www.montien.com ） 

●バンコク（リーダー）： PATHUMWAN PRINCESS HOTEL   
 （http://www.pprincess.com ） 

●バンコク PATHUMWAN PRINCESS HOTEL   

（オブザーバー）: （http://www.pprincess.com ） 

  

 

http://www.montien.com/
http://www.pprincess.com/
http://www.pprincess.com/
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更新日:2010.06.07 

タイ王国  
Kingdom of Thailand 

   

 

首都／主要都市   バンコク 

言語   主要言語はタイ語,南部の一部地方でマレー語、華僑は中国語、英語。 

宗教   仏教が 95% イスラム教 

気候帯   熱帯性気候に属し,雨季と乾期に分かれる 
 

 

    

 
◆時差 

日本との時差は-2時間。タイの方が遅れている。夏時間はない 

◆法定休日(今年)  ＊印は年により日にちが変わる祝日 

2011 年 1/1,2/18*（万仏節）,4/6,4/13-15（ソンクラーン）,5/1,5/5,5/17*（ 仏誕節）,7/15*（三宝節）, 

7/16*（入安居）,8/12,10/23-10/24,12/5（国王誕生日）,12/9-10,12/30-31  

◆日本宛郵便物料金 

ハガキ：12～15 バーツ 封書： 10G 迄 14 バーツ 50G 迄  34 バーツ  

◆国際電話料金 

＜NTT コミュニケーション（海外→日本の一般（固定）電話にかけた場合）＞  
昼 最初の 1 分迄（6 秒毎） 8 円,以降 6 秒毎 8 円 

◆チップ 

ホテルのポーターにチップ要。レストラン チップ要。 

◆通貨 更新日: 2011.05.23 

通貨単位・略号 補助通貨 対米ドルレート 円換算 

バーツ  BAHT  （THB）  100 サタン ＝ SATANG  27.47  バーツ  3.09 円  

 

◆観光査証・渡航認証要否・旅券残存有効期間 

観光査証・渡航認証 

不要： 空路入国は 1 回 30 日以内の観光は査証不要。 

備
： 陸路入国は 1 回 15 日以内の観光は査証不要。出国用予約済航空券、現金 1 人

10,000 バーツ相当額の所持が必要。 
 

旅券残存有効期間 入国時 6 ヵ月以上必要。 

 

◆持込制限・持出制限 

持込制限 持出制限 

外貨：原則無制限（USD2 万相当申告要） 
現地通貨：5 万バーツ  
タバコ：200 本又はタバコ製品 250g  
酒：1L  
その他：スチールカメラ、ムービーカメラ各 1 台。

フィルムはスチール用 5 本,ムービー用 3 本  
禁止品：麻薬,猥褻物,一部の果物,野菜,植物等  
＜注＞火器及び弾薬は許可要。麻薬類の持込は極

刑を適 用。  

外貨：入国時申請額又は 1 万米ドル相当  
現地通貨：5 万バーツ  
タバコ製品：無制限  
美術／骨董品、仏像：許可要  

（日本国の持出・持込制限は税関（http://www.customs.go.jp/kaigairyoko/index.htm）をご確認ください） 
 
※上記の情報は、随時更新を行っておりますが、実際とは異なる場合もございますので、あくまでもご旅行・ 
ご宿泊の参考としてご覧ください。

http://www.customs.go.jp/kaigairyoko/index.htm
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新日:2009.06.12 

バンコク  
BANGKOK 

   

 
1781 年、ラマ 1 世がシャムの都と定めて以来繁栄を続ける国際都市。タイの首都であり、政治、経済、

文化、宗教の中心地でもある。市内を縦横に走 る運河では、昔ながらの水上マーケットが庶民の生活

を支えている。  
 

    

 
◆時差 

日本との時差は-2 時間。タイの方が遅れている。夏時間はない 

◆空港 

バンコク スワンナプーム空港（SUVARNABHUMI AIRPORT：BKK）から 25KM  

◆電圧・周波数 

220V 50HZ  

◆市内電話料金 

基本料金 3 分間 1 バーツ。  

◆飲み水 

ミネラルウォーターを飲むこと。氷も避けた方が良い。  

◆チップ 

ホテルのポーターにチップ要。レストラン チップ要。  

◆営業時間 

官庁：月-金 08：00-12：00／13：00-16：30 銀行：月-金 09：30-15：30 商店：月-日 10：00-20：00   

◆平均気温・降水量・服装 

 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

最高気温 32 33 34 35 34 33 33 33 32 32 32 31 

最低気温 21 23 25 26 26 25 25 25 25 24 23 21 

降水量 

 
9  

 
30  

 
29  

 
65  

 
220  

 
149  

 
155  

 
197  

 
344  

 
242  

 
48  

 
10  

服装 A/B A/B A A A A A A A A A/B A/B 

 

※   上記の情報は、随時更新を行っておりますが、実際とは異なる場合もございますので、あくまでもご旅行・

ご宿泊の参考としてご覧ください。  

※ 気温は℃、降水量は mm 

※ A：夏服・半袖  B：薄手のセーター、カーディガン等  C：冬服・薄手のコート等 

D：厚手のコート、手袋等の防寒具 
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物理チャレンジ・オリンピック日本委員会 
 

委員長  有山 正孝 （電気通信大名誉教授） 

副委員長  並木 雅俊 （高千穂大学） 

同  二宮 正夫 （岡山光量子科学研究所） 

同  原田  勲 （岡山大学特任教授） 

-------------------------------------------------------------------------- 

IPhO派遣委員会 

委員長  杉山 忠男 （河合塾） 

 

参加派遣部会 

部会長  向田 昌志 （九州大学大学院工学研究科） 

副部会長  興治 文子 （新潟大学大学院教育学研究科） 

 

理論研修部会 

 部会長  光岡  薫 （産業技術総合研究所） 

 副部会長  波田野 彰 （放送大学） 

  同  野添  嵩 （06年 IPhO代表・東京大学 院修士 1年） 

 委 員  伊東 敏雄 （元電気通信大学） 

  興治 文子 （新潟大学大学院教育学研究科） 

       川村  清 （慶應義塾大学名誉教授） 

       北原 和夫 （東京理科大学） 

       鈴木  亨 （筑波大学附属高等学校） 

       田中 忠芳 （松本歯科大学） 

       並木 雅俊 （高千穂大学） 

       原田  勲 （岡山大学大学院自然科学研究科） 

       村下 湧音 （06・07・08年 IPhO代表・東京大学 理 3年） 

       森田 悠介 （07年 IPhO代表・東京大学 理 4年） 

       山田達之輔 （慶應志木高等学校） 

 

実験研修部会 

部会長  毛塚 博史 （東京工科大学） 

副部会長  真梶 克彦 （筑波大学附属駒場高等学校） 

同  田中 良樹 （06年 IPhO代表・東京大学 院修士 1年） 

委 員  上田 悦理 （東京都立調布北高等学校） 

江尻 有郷 （元琉球大学） 

  高倉  理 （07年 IPhO代表・大阪大学 理 4年） 

  中屋敷 勉 （岡山県立笠岡高等学校） 

  西口 大貴 （07年 IPhO代表・東京大学 理 4年） 

  長谷川修司 （東京大学大学院理学研究科） 

  向田 昌志 （九州大学大学院工学研究科） 

  味野 道信 （岡山大学大学院自然科学研究科） 

        大嶋 孝古 （岡山大学大学院自然科学研究科） 

 

 


